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研究分野：社会科学 

科研費の分科・細目：経営学・商学 

キーワード：マーケティング、地域ブランド、地域と企業、アクター論、経験価値カテゴリー 

 

１．研究計画の概要 
 

１９６０年代から始まったわが国の高度経
済成長体制は、規模の拡大と効率化といった、
まさに小売業で言えば、チェーン・オペレー
ション拡大の時代であり、アメリカのモダン
経済社会の日本への移入であった。そこには
中央官僚支配、全国集中格一化の社会構想が
あった。そして、わが国は世界第二位の経済
大国となった。やがてバブルがはじけ、わが
国は長期にわたる不況に陥り、高度成熟社会
の下で将来の姿を見失ってしまった。 
 不況へのさらなるダブルパンチは、少子高
齢化、過疎化である。成熟社会にあってこの
ような状況下で、日本全国が消費力を失い労
働力を失っていった。結果として、多くの地
方自治体の財政危機があり、平成の自治体大
合併である。今や地方自治体は１８００あま
りにまで減少し、財政再建を目指して合併を
繰り返し、中央では地方分権を唱え、自治体
再建の目玉として地域ブランドの構築をあ
げている。しかし、その効果は局地的であり、
地方分権の錦の御旗もまだ成果を上げえて
いない。 
 自治体の合併、財政再建、地域ブランドの
構築がいまやお題目のように各地で叫ばれ
ている中で、われわれは地域ブランド研究会
を立ち上げた。日本経済新聞社の地域ブラン
ド・プロジェクトの立ち上げもあり、研究を
重ね、そして研究の中心を現場に置くことに
する。 
 「ふるさと」という発想をベースとした地
域ブランドづくり。そしてわれわれがそこで
主張したいのは、地域ブランドづくりにあた
って必要な要件は何かということである。地

域ブランドづくりの基本は、投資発想、計画
発想、分析発想である。本研究でわれわれは、
計画プロセス、調査計画と技法、コミュニケ
ーション計画、組織計画、企業との連携、ゾ
ーニングなどの概念を提案する。われわれは
これらのことを着実に実行することによっ
て、地域ブランドは構築しうると考えている。 
 そして、最も大切なことは、地域ブランド
づくりは、名産品特産品づくりではないとい
う認識である。近年の食品産地偽装事件でど
れだけ多くの地域が傷ついたことだろう。地
域ブランドづくりのわれわれの基本的なス
タンスは、「買いたいものがあるまち、訪れ
滞在したいまち、交流したいまち、そして住
みたいまち」なのである。つまり、地域ブラ
ンドは総合的な体系であって、単なるブラン
ド品の構築ではないということである。 

 

２．研究の進捗状況 
 

 本研究プロジェクトは、月に一回定例会を
開催し、エリアブランド構築について初年度
に収集した事例から、プランニング・モデル
の議論を重ねてきた。その中で、地域ブラン
ドの評価指標や地域ブランド・コンセプト、
経験価値カテゴリー（ゾーニング）、アクタ
ー論、コミュニケーション、地域と企業の関
わりといった重要な概念が抽出され、そのう
ち２本が論文化された。また、地域と企業の
関わりについては、事例の補強のために小布
施へのフィールドワークを行った。次年度は
引き続き地域と企業の関わりについて、事例
分析を強化していく予定である。小布施の事
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例研究は小布施堂との面接取材を中心に行な
ったが、この事例では、先に研究を行なった
伊勢市における赤福株式会社の事例と同様、
企業が地域開発に深く関わった点が指摘でき
る。しかし、赤福の事例が商店街づくりとの
関わりに留まっていたのに対して、小布施の
事例は、小布施という行政単位の限定性もあ
って、その関わりがさらに広範囲に渡ってい
る事が分かった。したがって、小布施の事例
については、今回の取材を踏まえてさらに個
々の関わりや行政と複数の企業との全体的な
関わりを調査取材することによって、包括的
な企業・地域の関係性モデルを構築する予定
である。 
本研究の最終的な成果としては、これまでの
定例会での議論やいくつかの事例研究分析
を踏まえて、地域ブランド構築の為の計画プ
ロセス・モデル、地域ブランド構築への実践
的な示唆を抽出したいと考えている。 

 

３．現在までの達成度 
 

②概ね順調に進展している。 
確実に月一回ペースで検討会を行い、メンバ
ーの一体化が強化された。 

 

４．今後の研究の推進方策 
 
当年度 6月に地域ブランド・マネジメントの
著作を発表する予定であり、さらなる地域ブ
ランド計画の検討を行う。 
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